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Table I Rcsults of ObliQuC Fac!or FireflY) 

faClOr 1 Tactor 2 factor 3 factor 4 

ha.rd - sot¥ -0.265 0.760 -{).176 -0.201 

dull - dt.stinct 0.441 0.031 0.]68 0.561 

quic! - clamorous 0.017 -0.466 -0.249 0.593 

mctall ic - deep 0.608 0.662 -0.259 。.133

thick - clear -0.009 0.014 。目 883 。

weak - slrong 0.876 -0.203 0.198 -0.043 

shrill - calm 0.075 0.093 0.005 -0.841 

ugly - beautiful 0.004 0.8ω 0.223 -0.068 

unsatisfactory - powe爪JI 0.725 .0.100 .0.365 0.278 

negative - posilive 0.838 0.107 0.105 。

担竺r - ri,h 0.900 -0.071 -0.030 .0.071 

contribu!ﾎon ratio (%) 41.3 24.7 15.7 18.2 

.. ーー・ーーー...ー一-- _. -ー ー一ーー ・ー， ーー ・・・ _.--・・ー.，

factor 1 factor 2 fac!ロr3 factor 4 

hard - sot¥ 0.455 -0.179 0.605 0.169 

dull - distinct -0.006 0.843 0.098 0.127 

Iquiet - clamorous -0.488 0.771 .0.177 .0.059 

mct.allic - deep 0.151 0.246 0.857 -{).117 

thick - clear 0.315 -{).112 -{).067 0.820 

weak - strong 0.250 0.774 。 0.001 

shrill - calm -0.279 -{).152 0709 0.249 

ugly - beautiful 。 0.280 0.215 0.852 

unsatisfactory -powerful 0.761 0.175 0.027 0.063 

negatlve - posltlve 0.653 0.491 0.155 .0011 

!poor - rich 0.827 .0.137 -0.025 0.263 

contribution ratio (%) 29.5 29.6 21.2 19.7 

6. 絡宮

本研究では、新たに開発した光音相互変換システムを侵用

してホタルの光を音へと変換し、それが、人の感性に及 l玄す

影響を検討したものである.その結果、以下のことが明らか

となった。

( 1 )ホタノレの発光現象を変換した音声は、長時間径貧して

も飽きが来ず、よりリラックスした状悠で鐙賞できる.

(2 )生物情報に益づいた光音相互変換システムが創出する

音声は、入力:心地良いと感じてきたスズムシの鳴戸や

クラシックの楽曲と比紋しても領色なく、むしろそれ
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ら以上に快適であると感じられている.

( 3 )光音拘亙変換システムを利用することにより、普段ホ

タルの光をftÄできない視覚僚審者にも、?孟1ι主用の

一覧として、ホタルの光を感じる(聞く)ことが可能

である.さらに、スズムシの声などを自皇賞することが

できない聴覚障害者にもスズムシの声を感じる(見る)

ことが可能である.

(4 )因子分析の結果から、ホタルの宛光現象を音声に変換

したものやスズムシの鳴戸にはリラクゼーションに何

通じるものがあり、それが α 法の存在や J/ fゆらぎ現

象の存在を裏付けている.
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